
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

いちご組 ７月１７日 NO.６ 

暑くても元気いっぱい！ 
梅雨が明け、室外に少し出るだけで汗をかく気温が続くようになってきました。熱

中症警戒アラートの発令で園庭で遊ぶことが難しい日もありますが、「暑くても○○し
て楽しい！」暑いからこそ楽しめる遊びや自然との出会いを経験して欲しいと願い氷
やゼラチン等を使った遊びやバッタ、カマキリ、セミとの出会いを重ねてきました。 
遊びや生き物に触れる中で気付いたことをそばにいる教師や友達に伝えたい思いが

高まり、身振り手振りで伝えようとしたり、知っている言葉で喜んで話したりと遊び
ながら一人一人が思いを表出したり友達と共有する場とつながっています。 

「（氷氷の中が）
白い！何で白
いの？」 

「大きい声！」 

「怖い・・」 

「冷たい！」 
「かき混ぜたらビー玉が沈んだよ。 

おはじきは浮いてる！」 

氷カマキリがバッタを捕食する瞬間を
見て）「手がぱっ！ってなったな！」 

氷ネイル）かわいい 

手で触ったり太陽の光でてらて
らしたりしたら溶けてきた！ 

「いっしょにやーろーう！」 
 

パラバルーン楽しい！ 
うさぎ組さんが持ってくれたよ 

「パトカー乗せても
らちゃった！」 

初めての集団生活で楽しいこと、不安なこともあったと思います。
子ども達が元気に登園出来るように支えてくださりありがとうござい
ました。始業式の日にお待ちしています。 

うさぎ組・きりん組さんと一緒に遊んでいるよ 
 保育室前で生き物を見ていると、うさぎ組さんも興味を持って遊びに来
てくれていたり、遊んでいる中でいちご組とうさぎ組が混じって過ごす姿
がみられるようになってきました。そこで、異年齢での関わりがより深ま
るようにクラスみんなで一緒に体を動かして遊ぶ機会を作りました。 
またきりん組からは「お店屋さん遊びをするのに遊戯室を使ってい

い？」と相談がありました。「お店屋さんだって」「行ってみたい」等、い
ちご組の子ども達の思いを聞いて、きりん組がお店屋さんに招待してく
れ、遊びに行く機会にもつながりました。クラスを超えて関わることで、
刺激を受けたり、新しい遊びとの出会いにつながったりしています。 

自然に触れて 
不思議発見 

友達がしている遊
びに興味をもつ 

伸び伸びと体を
動かす 


